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工事等の進捗状況について

平成28年度の工事施工箇所について

撮影日 平成29年2月27日

・廃棄物土掘削工 ・浸透水貯留層工
・止水矢板工 ・選別土埋戻工
・底面遮水工

A工区

・廃棄物土掘削工
・ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査

B工区

・運転管理

選別処理施設
水処理施設・選別土仮置

埋戻し可能物

・廃棄物土掘削工

C工区、D工区、E工区
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8月1日

見学会
4月23日

見学会
1月25日

見学会

平成28年度工程表

平成29年度工程表(案)
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A工区の状況
進捗状況
・ 選別土で埋戻し中
・現在は約EL=140.0mまで埋戻しが完了

標準断面図
南側北側

(国道バイパス側)

撮影日 平成29年2月22日

今後の予定
・ B工区の掘削により場内道路が使用不可となるため

A工区側に車路を造成
車路イメージ図

EL=140.0m

EL=122.0m
底面遮水工
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進捗状況
・ 止水連続壁の施工基面であるEL=125.0mまで掘削中
・前回硫化水素が検出された箇所はすでに掘削し
その後は臭気もありません

B工区の状況

撮影日 平成29年2月22日

今後の予定
・ EL=125.0mまで掘削完了後に止水連続壁を造成
・造成後は再び廃棄物土の掘削を実施
・底面粘性土の欠損の恐れがある部分を確認し必要があれば遮水
⇒B工区の底面粘性土はAやDE工区と異なり
これまでの調査で欠損が確認されていないが層厚が薄い可能性があるため掘削して確認する

敷地境界

標準断面図 南側北側
(国道バイパス側)

止水連続壁
施工基面
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EL=125.0m



詳細調査ボーリング①
概要
・ 平成22年度の一次調査によって「ひ素」または「ほう素」が
土壌環境基準を超過して検出された点の周辺14箇所を調査
・前回報告した11箇所を除く、残り3箇所について報告

凡例
：一次調査(平成22年度)

：二次調査(平成27,28年度) 11箇所(前回報告)

：二次調査(平成28年度) 3箇所(今回報告)

・ 残りの3箇所( )はいずれも基準値未満であった
・一次調査および二次調査で
基準値を超えた区画は以下の5箇所

結果

ひ素：0.014 mg/L

ア-4-n5

ひ素：0.014 mg/L

ア-5-n3 (ア-4-n8)

ひ素：0.018 mg/L

ア-5-n6

※土壌環境基準
ひ素：0.01 mg/L以下、ほう素：1.0mg/L以下

(B工区)

ひ素：0.014 mg/L
ほう素：1.1mg/L

ア-5-n5

ひ素：0.015 mg/L

ア-4-n4
ア-4-n3
ア-4-n6
ア-4-n9
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詳細調査ボーリング②
廃棄物土分析(溶出量試験)結果一覧表

(B工区)

凡例 ：二次調査(平成28年度) 3箇所(今回報告) 7


